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�� 緒 言
近年、産業用ロボットだけではなく、サービスロボッ

トやコミュニケーションロボットなどといった人間の
生活に近い場面で活躍しているロボットが増えている。
これらのロボットは人間と共生していく中では、対人
親和性を高めるために、ロボットと人間とのインタラ
クションにおいて人間が快適にインタラクションを行
う必要がある。そのためには、人間がロボットに対し
て好印象をもつことが重要である。例えば、ロボット
にも人間に似た性格のようなものを与え、なおかつ人
間の性格にロボットが適応することが望ましい。
ロボットの性格印象の研究例として、垣尾ら ���は、

ロボットの制御系に基づく反応動作による、人間の印
象評価の違いを研究をしている。柴田ら ���は、対話型
ロボットの表情の生成に性格パラメータを付与するこ
とで、表情別の性格を表現する研究を行っている。
しかしながら、ロボットの複雑で多様な性格を表現

する手法はまだ確立されていない。そこで本研究では、
ロボットの表現するノンバーバルコミュニケーション
により人間が受ける印象の違いを性格と定義し、ロボッ
トが人間とインタラクションする場面で、声の大きさ
や、高さなどのパラメータをランダムに変化させる。そ
の時の人間がロボットから受ける印象を、アンケート
により評価する。この複数の印象評価結果を自己組織
化マップ �����	
��
������	�
�� �
��によって �次
元上に配列し、クラスタリングし、クラスタごとに分
類された要素の集合を一つの性格とする性格モデルの
構築手法を提案する。

�� 自己組織化マップ �����を用いた性格
モデルの構築

本研究ではユーザがロボットとのインタラクション
において、ロボットの行動に対してどのような印象を受
けたかを評価する。図 �に提案する手法の概要を示す。
まず、ロボットの要素行動の複数の特性をランダム

に設定し、ユーザに提示する。この動作を見たユーザ
が印象をアンケート評価する。本研究ではこれらの動
作と評価値のセットをニューラルネットワークの一手
法である自己組織化マップ ��
�� ���の入力値として、
学習させることにより複数のコミュニケーション要素
の特性をクラスタリングする。�
�はこのクラスタリ
ングされた特性を似たもの同士で分類する。
最終的に完成した性格モデルをロボットに埋め込む

ことによって多様な性格を持つロボットが構築できる。
ロボットは対面するユーザの性格が把握できれば、そ
の性格に合わせた性格モデルで対応する。これにより
ユーザの性格に合った特性をもつロボットができ、対
人親和性の向上が期待できる。

図 �� ���による性格モデルの構築手法

�� 性格モデルの構築実験

本研究では、性格モデルの構築に �
� を用いた。
�
�は与えられた入力情報の類似度をマップ上での距
離で表現するモデルであり、今回の実験では �次元上
のマップで表現している。また、クラスタリング結果
の表示に樹形図 �デンドログラム�を用いた。

��� 実験方法

実験は、被験者として ��代大学生 �名に実施した。
コミュニケーションロボットには �
��������社製�
を使用した。動作要素としては、声の大きさ �大���中���
小���、声の高さ �高���中���低���、発話速度 �速���中���
遅���、抑揚 �大��� 小��� について総当り �� � � � � �
� �  !パターン�の行動を生成した。これらの行動を
�
����に実装し、「はじめまして、パぺロです。よろ
しくお願いします。」とランダムに発話する。その時、
被験者が �
����から受ける印象を、表 �に示す性格
因子モデルである "�� #�$� �!�を主要因子の評定項目
として評価する。
今回の実験では、表 �のグレーで示した ��項目を評

定項目として用いた。それぞれの項目について、「全く
あてはまらない	非常によくあてはまる」の ��段階で
評価してもらい、項目ごとに平均をとり、それらのデー
タを �～�の値に正規化し、自己組織化マップ ��
��
の入力データとした。
また、�
�で学習をする際、表 �に示すパラメータ

設定で学習を用いた。



表 �� ��� ��	
評定項目

表 �� ���のパラメータ設定
学習回数 �����

学習率係数�� �%�

近傍サイズの初期値������ ��

縦の次元数�� � 

横の次元数�� ��

学習近傍の形状 &角格子型

近傍関数の種類 ガウシアン関数

��� 実験結果と考察

実験の結果を図 �に示す。図 �中に記載される !桁
の数字のラベルは、左から声の大きさ、抑揚、声の高
さ、声の速度を表記しており、数字が大きいほど値が
大きいことを示す。クラスタリングされた結果は、大
きく '～#の印象に分かれていることがわかる。つま
り、&種類の印象を与える性格モデルが構築された。
しかし、被験者同士の平均をとったためか、明確にク

ラスタリングすることはできなかった。また、図 �～図
&は性格の個別マップで、項目それぞれについて強い反
応を示す所が白く反応するようになっている。�
�の
全体マップと比較することにより、全体マップのそれ
ぞれのグループがどのような印象を与えるかがわかる。
図 �の印象それぞれについて見てみると、'のグルー

プは心配性の印象を与え、"のグループは特に何かの
印象を与えるものではなく、�のグループはいい加減
な印象を与え、(のグループは心配性な印象を与え、�
のグループは温和な印象を与え、#のグループは外向
的な印象を与えることがわかる。また、全体の傾向か
ら、声が小さくかつ声が低い時に、情緒不安定性に大
きく影響を与え、声の高さが高い時に外向性と協調性
に影響を与えることもわかった。
また、図 )のデンドログラムによる性格分類とも比

較してみると、グルーピングされた数は )個で、�
�
の結果とは若干違うが、要素ごとの傾向は似ており構
築されたモデルの種類は同じであった。
本実験では、印象評価にあまり差異のないデータが

多かったのと、評価しにくい項目があったため、あま
り明確にクラスタリングできなかったものと考えられ
る。また、要素の数が少なかったために全体としてあ
まり多くの性格モデルが抽出できなかった。これらに
ついては今後の課題と考える。

	� 結 言
本研究では、ロボットの性格を表現するために、自

己組織化マップ ��
��を用いた印象評価のクラスタリ
ング分類による性格モデルの構築を提案した。結果と
しては、ユーザがコミュニケーションロボットとのイ
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図 �� ���で作成された性格モデル
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図 �� いい加減な
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図 
� 心配性
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図 �� 外向的
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図 �� 温和な

図 �� デンドログラムによる性格分類

ンタラクションにおいて、様々な印象を受けることが
明らかになった。今回は、!つの要素についてのみの実
験であったので、表現できる印象は少なかった。しか
し、今後はもっと要素を増やすことにより、ロボット
が表現できる性格を多様にし、より多くの性格モデル
を作る予定である。
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